
令和3年度の事業報告書

令和3年　9月　3日から令和4　年　3月31　日まで

特定非営利活動法人特定非営利活動法人竹の子学習ひろば

1　事業の成果

次の事業を行った｡

ボランティアの募集を各大学に訪問募集をする｡

8名のボランティアを採用

無料学習支援の生徒募集

9名の応募があった

1 2月4日より毎週土曜日学習支援を行った

2　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 (定款に記載 した事業) 仞��ﾉ4�,磯hｼi>�vR�(A)当該事業の 実施日時 (B)当該事業の 実施場所 (C)従事者の人数 嫡B假8擁����ｸ�(,ﾂ�Lﾘ股�С��ﾉ�B�事業費の金額 (単位:千円) 

無料学習支援 傅ﾈｧy�jI(hｧy�h/����ｸ,乂x��令和3年12月4 傅ﾈｧy�cR�500 

支援を行う �?ｨ.h.栄員I7��vｩ?ｨﾍ�3�鰾�*�.sh鳧-ﾈ,R�ｺｹ$ｨ�檍��7ｸ8�986X4(4�洩ﾂ�名 中学生3 名 

(2)その他の事業

事業名 (定款に記載 した事業) 仞��ﾉ4�,磯hｼi>�vR�(A)当該事業の実施日時 (良)当該事業の実施場所 (C)従事者の人数 倬hｼiN�,ﾈｾ�ｧ｢��%�献ｩ�x冷��

(備考)

1　2は, (1)には特定非営利活動に係る事業, (2)にはその他の事業について区分を明らかに



して記載する｡

2　2(2)には,定款上｢その他の事業｣に関する事項を定めているものの,当該事業年度にそ

の他の事業を実施しなかった場合, ｢実施しなかった｣と記載する｡



令和3年度　活動計算書
令和3年草月孝日から令和4年3月3 1日まで

ラ　ラ　　　　　　　　特定非営利活動法竹の子学習ひろば

(単位:円)

1.受取会費

2.受取寄附金

3.受取助成金等

京都市
京都府

4.事業収益

5.その他収益

経常収益計
Ⅱ経常費用

1.事業費
(1)人件曹

給与
人件費計

(2)その他経費

印刷代
什器備品
会議費
会場費
通信費
旅費交通費
広告宣伝費
事務用品費
教材費
雑費
支払い手数料
その他経費計

事業費計
2.管理費

(1)人件曹

人件費計
(2)その他経費

交際費

その他経費計
管理費計

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
1.固定資産売却益
経常外収益計

Ⅳ経常外費用
1.過年度損益修正損

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税､住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額



令和3年度　貸借対照表
令和4年3月31日現在

特定非営利活動鉄人竹の子学習ひろば
(単位:円) 

科目 仞�ｧ｢�

王資産の部 1.流動資産 現金預金 流動資産合計 2.固定資産 (1)有形固定資産 有形固定資産計 (2)無形固定資産 無形固定資産計 (3)投資その他の資産 投資その他の資産計 固定資産合計 資産合計 Ⅱ負債の部 1.流動負債 流動負債合計 2.固定負債 長期借入金 固定負債合計 負債合計 Ⅲ正味財産の部 当期正味財産増減額(減少額) 正味財産合計 負債及び正味財産合計 �#��ﾃ#sR�291,275 �#��ﾃ#sR�

0 

0 

800,000 

800,000 

800,000 

508,725 

508,725 

508,725 



合和3年度　財産目録
令和4年3月31日現在

特定非営利活動法人竹の子学習ひろば
(単位:円)

1.流動資産
手持ち現金

流動資産合計
2.固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計
(2)無形固定資産

無形固定資産計
(3)投資その他の資産

投資その他の資産計
固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部

1.流動負債

流動負債合計
2.固定負債

長期借入金(光木和子理事より)

固定負債合計
負債合計
正味財産



役　員　名　静

蘭穐名 倩�kﾂ� 偖､"�劍�iHﾋﾈｸ�｢�劔劔�.冩h,ﾂ�tﾉk2�

襲撃長 副理事長 監事 理事 理事 ���$ｨﾔ��ﾏYm掩�����[驗�截��(ｨX��&｢�ﾝi:�{)&｢� 劔 ����劔劍屍�k2�ｭ2�幽�(�"�k2�k2�

浴_二L ������ﾂ�����勍雛. 

lヽl∵ -,芝. 

'叩 I( 勍肖..-rJ､ � � �:■ぎ:■. ･ナ 

･琴 ���=r� ��･★ 堀����粳�ｨ爾�R���粳Lﾒ��<u���r8��R篦�

……■r藍.I_ ���粨輦ﾂﾒ�勍■■､淵 ����"� 

･革' 偃r�那 

遜琵謡

1 ｢氏名｣ ,唱所3u瀞,嘲柳の有免税全ての役員について記載する0

2　頓名j ,頓所叉を潮の肺こ晩京酢搬搾辞鵬動賦東強行知塀3条第2項こ掲げる書面艦

脚によって証された氏名,住所又絃居所を記載する0

3　闇の有無｣.の欄に晩定款の定袷古=掛､報酬を受ける役員には｢軌,報酬を受けない役員には巧熟

を記入する｡

4　役員総数に対する報酬を受ける役員数(闇の有無｣欄のrj軌の数の割合は, 3分の1以下でなけれ

ばならない飴第2粂第2項第1号ロ) ｡



社邑のうち1 0人以上の者の名辞

(備考)

1法人等が社員となる場合をも団体名と併せて代表者氏名を記敢する｡

2 10人以上で嫡男全員を記鎗する必要はなむも


